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…
若
き
日
の
職
場
の
友
が
訪
ね
来
て
「
マ
ッ
チ
ャ
ン
」
と
呼
ぶ

.

【
評
】
牛
は
い
つ
も
口
を
モ
グ
モ
グ
さ
せ
て
反
す
う
し
な
一

t
l
j
j
i
l

、

…
昔

の

や

う

に

福

知

山

内

田

松

江

.

が
ち
、
湯
気
の
よ
う
な
患
を
吐
く
。
寒
い
朝
を
表
現
し
た
。
短
信

…
「
お
爺
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
返
事
を
し
て
し
ま
ふ
こ
と
ま
で
く

…
駅
を
出
て
秋
の
名
残
り
の
風
ま
と
ふ
城
陽
林
幸
子

…

女
茶
の
湯
釜
と
そ
の
周
辺
|

…
れ
ば
無
駄
な
抵
抗

錦
鶴

芝

原

茂

…
柿

簾

村

の

要

に

赤

ポ

ス

ト

伏

見

北

村

峰

月

…
裏
千
家
歴
代
の
好
み
物
を
中
心

・
・
・
・
・
団
団
圃
・
・
叫
四
圃
・
・
・
・

…
朴
散
っ
て
天
の
高
さ
の
も
ど
り
け
り
福
知
山
岩
成
天
風

…
に

3
月
4
日
(
日
)
ま
で
、

圃
・
・
園
田
町
此
幽
・
胴
町

--
圃
園
田
園

…
虫
し
ぐ
れ
祖
父
の
遺
せ
し
和
綴
本
与
謝
野
牛
田
元
恵

…
9
時
半

sm時
半
(
入
館
は
凶

丸
井
巴
水
選

…
潮
風
の
舟
屋
に
干
さ
る
つ
る
し
柿
与
謝
野
山
上
茂
男

…
時
ま
で
)
上
京
区
堀
川
通
寺
之

…
綿
虫
の
ふ
は
ふ
は
出
棺
ま
ぢ
か
な
る
舞
鶴
大
川
や
す
子

…
ピ
ア
ニ
カ
が
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
里
の
秋
舞
鶴
芝
原
茂

…
内
上
ル
寺
之
内
竪
町
、
茶
道
資

【
評
】
葬
儀
の
原
風
景
を
ワ
タ
ム
シ
に
よ
っ
て
表
現
。
初

…
柿
た
わ
わ
歩
道
工
事
の
遅
々
と
し
て
舞
鶴
荒
木
弘
子

…
料
館
。

遠
山
利
子
選

…

冬
の
空
中
を
白
く
浮
遊
す
る
光
景
に
思
い
が
重
な
る
。

…
神
主
の
掃
き
清
め
て
や
神
迎
へ
宇
治
小
田
克
彦

叩

釜
は
湯
を
沸
か
す
た
め
の
器

沈
む
日
に
久
美
浜
湾
は
歯
し
て
肪
へ
る
船
も
夕
映
え
の
中

…
小
豆
干
す
鍾
に
残
る
陽
の
温
み
与
謝
野
牛
田
弘
作

…
眺
め
良
し
撮
る
も
な
ほ
良
し
柿
た
わ
わ
笠
置
川
崎
博
史

…
物
で
、
萎
差
催
す
こ
と
を
「
釜

京
丹
後
浜
岡
芳
朗

~

【
評
】
収
穫
し
た
小
豆
を
む
し
ろ
に
並
べ
て
干
す
が
、
取

…
道
の
駅
産
土
初
穂
供
へ
あ
り
枚
方
中
村
輝
雄

…
を
か
け
る
」
と
も
い
い
、
茶
の

【
評
】
久
美
浜
湾
の
秋
。
夕
映
え
に
染
ま
る
ひ
と
と
き
を

…

り
入
れ
時
に
太
陽
の
ぬ
く
み
を
感
じ
と
っ
た
点
が
良
い
。

…
庭

園

は

離

宮

遺

跡

や

濃

紅

葉

北

椋

梨

景

雄

…
湯
に
必
要
不
可
欠
な
茶
道
具
。

ス
ケ
ッ
チ
風
に
。

山
大

い

な

る

牛

の

反

詔

患

白

し

宇

治

原

智

夫

…
冬
枯
れ
に
烏
ほ
じ
く
る
ゴ
ミ
袋
下
京
伊
藤
俊
春

…
本
屋
で
は
裏
千
家
今
日
庵
の
歴

|

|

ど
う
し
て
も
鳥
に
な
り
た
い
噴
水
が
今
日
も
飛
沫
を
噴
き
上

…
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代
家
元
が
好
ん
だ
釜
を
中
心
逼
固
・

げ

て

ゐ

る

福

知

山

岩

成

天

風

…

…

伝
来
の
母
の
味
覚
を
皿
に
盛
る
京
丹
後
藤
田
昌
子

山
に
、
釜
を
使
用
す
る
上
で
欠
か

長
.
.
 

【
評
】
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
。
噴
水
の
気
持
ち
に
な
っ
て
眺

…

・

聞

幽

閑

幽

・

…
来
客
の
霊
知
っ
て
る
白
い
皿
山
科
斉
藤
正
子

…
せ
な
い
風
炉
言
、
炭
道
具

一

沼

め
て
い
る
の
だ
。

山

…

母
の
昧
笑
い
と
涙
盛
る
お
皿
与
謝
野
藤
井
幸
子

…
な
ど
も
紹
介
す
る
ロ

一-
a
d

バ
ス
停
に
立
ち
を
る
人
ら
順
々
に
パ
ス
来
る
方
へ
顔
を
向
け

…
「

お

皿

」

亀

井

明

選

…
好
き
な
皿
少
し
欠
け
て
も
捨
て
ら
れ
ず
綾
部
大
槻
加
恵

…

出
品
は
「
万
代
屋
釜
・
与
次

た

り

伏

見

奥

山

節

子

…
も
て
な
し
の
心
も
添
え
て
皿
に
盛
る
与
謝
野
柴
山
真
喜
子

一
一
皿
を
仲
良
く
食
べ
る
老
い
二
人
京
丹
後
鈴
木
鏡
子

…
郎
作
」
「
独
楽
釜
敷
・
園
能
斎

【
評
】
普
段
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
で

…

【
評
】
優
し
い
も
て
な
し
の
素
直
な
心
が
う
れ
し
い
。

…
お
皿
ま
で
証
め
て
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
好
」
な
ど
位
点
。
ほ
か
に
千
利

い
て
面
白
い
。

…
百
均
の
皿
で
も
て
な
す
新
世
帯
城
陽
平
川
は
る
か

…

右
京
阪
本
典
子

…
休
の
出
生
地
の
堺
で
出
土
し
た

コ
ス
モ
ス
の
色
が
溢
る
る
休
耕
田
ホ
l
ム
の
父
に
近
祝
知
ら

…

【
評
】
節
約
も
大
切
な
若
い
世
帯
の
暮
ら
し
が
見
え
る
。

…

…

炉
壇
や
土
風
炉
な
ど
の
考
古
資

せ

む

左

京

根

来

美

知

代

…
グ
ラ
タ
ン
の
皿
で
気
恥
ず
か
し
い
お
は
ぎ

一

次
の
宿
題
は
「
階
段
」
亀
井
明
選
、

1
月
日
日
必
着
、

一
料
も
叩
点
展
示
す
る
。

九
月
よ
り
窓
に
入
り
く
る
朝
の
陽
が
や
や
北
寄
り
に
は
す
か

…
，

舞

鶴

保

田

邦

子

一

次
の
次
は
、
「
文
化
」
安
藤
哲
郎
選
、

2
日
必
着
。

…

一般
7
0
0円
、
大
学
生
4

ひ

に

差

す

京

丹

後

中

西

寿

男

…

【
評
】
恥
ず
か
し
そ
う
な
お
は
ぎ
の
姿
が
楽
し
い
ロ

ア••• 
，
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…
0
0円
、
中
高
生
3
0
0円。

大
降
り
の
雨
は
大
方
止
み
た
る
か
二
声
高
く
鷺
が
鳴
き
を
り

…
ハ
イ
カ
ラ
な
模
様
の
皿
に
芋
を
盛
る
与
謝
野
千
阪
真
知
子

…

・
係
か
ら
投
稿
は
必
ず
は
が
き
で
1
通
に
つ
き
3
作
ま

…
小
学
生
以
下
無
料
。
季
節
の
和

山

科

後

藤

正

樹

…
目
を
皿
に
し
て
真
実
を
見
極
め
る
福
知
山
阪
梨
義
審

…
で
。
住
所
、
民
名
、
電
話
番
号
を
書
き
、
干
6
0
2
1
0
8
一
菓
子
と
抹
茶
付
き
。
問
い
合
わ

子
の
嫁
が
認
知
症
検
査
を
し
て
く
れ
る
免
許
更
新
の
日
が
迫

一
灰
皿
を
山
盛
り
に
し
て
余
命
表
福
知
山
立
川
登
代

…
7
7
京
都
市
上
京
区
河
原
町
通
丸
太
町
上
ル
、
毎
日
新
聞

…
せ
は
茶
道
資
料
館

(
0
7
5
・

り

き

て

福

知

山

阪

梨

義

春

…
愛
を
盛
る
お
皿
が
背
中
押
し
て
い
る
京
丹
後
水
口
万
里
子

…
京
都
支
局
の
各
係
へ
。

…
4
3
1
・
6
4
7
4
)
。
月
曜

台
風
が
近
づ
い
て
ゐ
る
京
の
空
星
も
月
も
見
え
飛
行
機
が
行

…
蚤
の
市
掘
り
出
し
物
の
皿
に
合
う
舞
鶴
中
野
道
夫

・

二
重
投
稿
は
厳
禁
で
す
。
掲
載
作
は
本
社
電
子
媒
体
に
も

…
休
み
。
た
だ
し

2
月
ロ
目
(
月
)

く

右

京

横

沢

ま

す

み

…
昭
和
な
ら
一
皿
付
い
た
給
料
日
左
京
根
来
滋

…
収
録
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

…
は
開
館
し
翌
日
休
み
。

土
橋
要
造
さ
ん

包
丁
や
司
崎
研
ぐ
の
に
使
わ

れ
る
天
然
砥
石
を
却
年
以
上
採

掘
し
て
い
る
職
人
が
亀
岡
市
に

い
る
。

1
8
7
7
(明
治
叩
)

年
創
業
の
採
掘
業
「
砥
取
家
」

4
代
田
・
土
橋
要
造
さ
ん
(
前
)

H
亀
岡
市
東
本
梅
町
大
内
上
条

H
は
、
全
国
で
も
数
少
な
く
市

内
で
は
唯
一
の
砥
石
職
人
だ
。

採
掘
か
ち
加
工
ま
で
全
て
を
手

が
け
て
い
る
。

自
宅
か
ら
車
と
徒
歩
で
初
分

の
丸
尾
山
(
標
高
約
3
0
0
M
)

頂
上
付
近
に
採
掘
場
は
あ
る
。

深
さ
初

M
程
の
洞
窟
に
入
り
、

砥
石
に
最
適
な
岩
石
の
層
を
見

つ
け
る
と
、
ハ
ン
マ
ー
や
電
動

ド
リ
ル
を
使
っ
て
砕
い
て
い

く
。
砕
い
た
岩
石
は
リ
ヤ
カ
ー

な
ど
で
自
宅
ま
で
運
搬
。
切
断

や
磨
き
の
工
程
を
経
て
砥
石
は

出
来
よ
が
る
。
滑
ら
か
な
研
ぎ

昧
が
特
長
。
人
造
砥
石
で
研
ぐ

の
に
比
べ
て
包
丁
の
切
れ
昧
の

持
続
力
も
段
違
い
に
良
く
な
る

と
い
い
、
土
橋
さ
ん
は
「
世
界

一
の
砥
石
」
と
断
言
す
る
。

4
代
目
を
継
い
だ
の
は
お
歳

の
時
。
大
学
卒
業
後
京
都
市
内

の
洋
紙
販
売
屈
で
営
業
の
仕
事

を
し
て
い
た
が
、

3
代
目
で
今

は
亡
き
父
の
正
次
さ
ん
か
ら
頼

ま
れ
て
砥
石
職
人
に
な
る
こ
と

を
決
意
し
た
。
「
父
の
背
中
を

見
て
育
っ
た
の
で
た
め
ら
い
は

な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

良
質
の
岩
を
見
つ
け
た
時
に

無
邪
気
に
喜
ぶ
父
の
姿
を
幼
い

頃
か
ら
見
て
い
て
「
え
え
仕
事

ゃ
な
。
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
小
学

3
年
生
く
ら
い
か
ら
手
伝
い
で

磨
き
作
業
な
ど
も
し
て
い
た
。

砥
石
職
人
は
採
掘
作
業
な
ど

天然石
切れ味段違い大工・料理人支える

司・・悪週B竺!「盟国

、
竹
同
現
幻
格
円

高
て
M

V

o

ω

価

引

岡
経
出
る
ん
の
(
る

亀
を
明
な
さ
石
話
い

。
務
伺
と
ゑ
砥
電
て

れ
勤
年
目
す
る
は
け

ま

白

竹

代

母

い

文

付

生
売
国

4
と
て
注
け

市

販

が

の

日

し

。

受

岡
紙
ん
包
何
売
ど
で

亀

洋

さ

賠

ん

販

ほ

ど

。
吉
明
さ

o

円
な

月

卒

音

日

り

し

万

)

叩
大
父
た
ゆ
ら

mMM

年

園

祖

し

さ

暮

~

ぉ

印
学
曽
業
妻
人
万
・

凶

都

に

創

は

3
1
m

京
年
に
在
の
は
・

肉
体
労
働
も
多
い
仕
事
だ
が
、

大
学
入
学
後
に
始
め
た
硬
式
野

球
で
培
っ
た
自
慢
の
体
力
で
乗

り
切
っ
て
き
た
。
家
業
を
継
い

で
か
ら
も
数
年
間
は
南
丹
高
や

京
都
学
園
大
の
硬
式
野
球
部
の

監
督
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
務
め

た
。
早
朝
か
ら
午
後
3
時
ま
で

仕
事
を
し
、
そ
の
後
は
監
督
業

の
二
足
の
わ
ら
じ
。
体
力
的
に

は
大
変
だ
っ
た
が
、
「
好
き
な

こ
と
を
思
う
存
分
し
て
い
た
だ

鈴
木
選
手
と
ツ

i
シ
ョ
ッ
ト

大
学
入
学
時
に
硬
式
野
球
学
し
た
時
に
撮
っ
て
も
ら
つ

い
部
に
入
部
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ツ
l
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
は

日
て
、
大
の
野
球
好
き
だ
。
プ
宝
物
だ
。

ロ
野
球
の
広
島
東
洋
カ
l
プ
野
球
と
並
ん
で
好
き
な
も

い
フ
ァ
ン
で
鈴
木
誠
也
選
手
を
の
は
コ
ー
ヒ
ー
ロ

J
R千
代

日
応
援
し
て
い
る
。
鈴
木
選
手
川
駅
前
に
あ
る
カ
フ
ェ
「
路

一
の
と
と
は
現
在
の
よ
う
に
活
花
」
(
亀
岡
市
)
に
毎
朝
足
を

一
躍
す
る
以
前
の
2
軍
時
代
か
運
ぶ
。
い
つ
も
2
時
間
ほ
ど

…
ら
知
っ
て
お
り
、
練
習
を
見
い
る
と
い
い
、
マ
ス
タ
ー
や

.4
内
科
符
み
叫
叫
吋

常
連
客
と
の
野
球
談
義
に
花

n
司

S
P
SJ
g
を
咲
か
せ
て
い
る
。

け
」
と
控
え
目
に
語
る
。
に
加
え
農
作
業
に
使
う
鎌
や
武

前
歳
に
な
っ
た
今
で
も
週
2
士
の
万
な
ど
、
刃
物
の
メ
ン
テ

回
、
約
5
時
間
ず
つ
採
掘
作
業
ナ
ン
ス
に
砥
石
は
な
く
て
は
な

を
す
る
。
「
採
石
場
で
は
ほ
こ
ら
な
い
存
在
で
、
い
つ
の
時
代

り
を
吸
う
の
で
命
の
危
険
も
あ
に
も
重
宝
さ
れ
て
き
た
。

る
」
と
い
う
仕
事
。
そ
れ
で
も
自
分
の
作
っ
た
砥
石
を
使
用

現
役
で
続
け
る
の
は
「
日
本
の
し
た
大
工
や
料
理
人
ら
が
そ
の

伝
統
文
化
を
下
支
え
し
て
い
研
ぎ
味
に
喜
ぶ
盗
を
見
め
ゆ

る
」
と
の
自
負
が
あ
る
か
ら
だ
。
場
、
一
番
の
砥
石
職
人
の
醍
醐

砥
石
は
日
本
最
古
の
道
異
と
昧
と
い
う
。
「
若
い
頃
に
(
土
橋

も
言
わ
れ
る
。
料
理
用
の
包
丁
さ
ん
の
作
る
砥
石
に
)
出
会
つ

、f
て
い
れ
ば
自
分
の
人
生
は
変
わ

ー

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

1
M
東
北
地
方
に
住
む
大
工
に
言
わ

t
aれ
た
言
葉
を
今
で
も
事
え
て
い

，
る。

現
在
は
自
宅
の
加
工
場
で
無

料
で
の
研
ぎ
体
験
に
も
応
じ
て

い
る
。
産
地
の
減
少
や
人
造
砥

石
の
台
頭
な
ど
で
天
然
砥
石
の

需
要
は
年
々
減
っ
て
い
る
が
、

「
体
力
が
続
く
限
り
こ
れ
か
ら

も
研
ぎ
文
化
を
残
レ
て
い
き
た

い
」
と
覚
悟
を
決
め
て
い
る
。

【
大
東
祐
紀
】

Irt"昼;._1

土
橋
さ
ん
が
作
っ
た
砥
石
H
亀
岡
市
で




